
石狩湾の

海洋地質調査概報

はじめに

篇本海と太平洋とを結ぶわが園唯一の臨海平野である

石狩平野は日本海の形成史を具体的に示す多くの資料

を提供するフイrレトとして注員される.この石狩低

地帯に支笏降下軽石流堆積物が堆積する以前には石狩

川は太平洋1こ注いでいたと推定されている.この事実

は平野部のボｰリング資料1こよると海成洪積統の分

布から当時の海水準は日本海側でほ海水準下30mに

太平洋側では70m以下に位置していたことが明らかにさ

れている､したがって現海水準下30㎜以浅の堆積物

は現世堆積物と考えられるがそれ以深の堆積物には

直接資本海形成1こ関与した堆積物が分布する可能性があ

る白一方陸域における石狩平野の開拓は洪水との戦

いであったが近年に決って原始河川の典型であった石

狩川の自粛蛇行部の短小賂化工事によって洪水を防ぐ

ことが可能ぽ放った､この短水路化工事にともなう河

川から運ばれる土砂量の増大とく1こ泥炭を多く含む堆

積物が石狩湾に明治以降大量に供給されてきた.また

炭嬢の開発は選炭処理による微粉炭を大量に石狩湾

へ供給した｡この泥炭や微粉炭は石狩川から供給さ

れる堆積物の分布および堆積速度のトレサｰとして有効

であると推定した.水産業の面からみると石狩湾は

ニシン漁の千石番所としてまた秋味で有名な石狩川の

鮭漁場として北海道の開発初期には重要な生産漁場と

しての役割を果たしてきた.したがって多くの底生

生物を含む海産生物が採集され二石狩炭田をはじめとし

て第三系堆積盆の復元の基礎資料としてこの湾の動物

群集が利用されてきた｡しかし系統だった底生生物

調査はこれまでほとんどなされていたい､

このように第四紀学堆積学および古生物学的に数

々の興味ある研究問題を有する石狩湾を互971年4月26

目から5月五目までの6員間東京大学海洋研究所所属

淡青丸によって調査研究する機会を得た｡調査期間が

非常に制約された関係から研究目的を次の3点にしぼ一

って調査した.

1石狩湾現世堆積物の堆積学駒研究

2石狩湾および周辺の海底地形と海底地質の研究

3底生動物の生態学的研究

石狩平野総合研究グルｰプ

これらの研究員的から第1図のようだ採泥採水車

および海底地形測深線を設定した.悪天候条件にもか

かわらず当初の予定通り研究調査作業が遂行できたこ

とは神野船長の陣頭指揮をはじめとする淡青丸乗組員

諸氏の献身的扱ご観力のたまものと心から感謝している.

､.調査者を調養湾容

調査は曾我部正敏燃料課長を代表者として底質

1生物班:大嶋和雄横田節哉佐川明石田正夫

水質分析班:横田節畿海底地形測深班:堀本健次

山屋政美村瀬正池蘭国暇の§名によって行なった.

底質･生物班

採泥は海図(No.28,亙05)の底質資料をもとにして

泥底質ではスミスマッキンタイヤｰ型採泥器砂底質に

は小型円筒ドレッジャｰ岩盤採集には大型円筒ドレッ

ジャｰを用いた.また堆積物続成作用研究のための

柱状試料は地質調査所青木技官製作の2血のコアチュ

ｰブをもつ重力式柱状採泥器を使用した.採泥試料は

泥温測定肉眼記載後表層亙09rを有孔蜜研究用に分

散してフォノレマシンで固定した,粒度分析有機物分

析微量重金属元素分析用に5009rをポリエチレン袋に

サンプリングしその残りを孔径4㎜独および肋㎜の
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第1図石狩湾海底地形図および調査地点図
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鰯で水洗し筋上の犬型生物および岩看片をすべてサン

プリングした,

氷質努析班

海域の代表的な水域(3点)および石狩川河口域の8

点をナンセン式転倒採水器によって各層擦水を行匁っ

た.水質分析は船上で水温･pH岨顯1塩素1溶

存酸素1アルカジ度1ケイ酸の分析を上陸後燐1硫

酸イオン苗ナトジウム1カリウム1マグ系シウム1カル

シウぶの分折を行なった｡

海窟雄彩灘潔躯

調査に先立ち海図(No.28､蝸)紀もとづいて等深

線図を作成し讐深線図および既存調査測線を参考のう

支北西～南東方向の8側線を設定した｡測深は主と

してサンケン式魚探を用い一部精密深海音響測深機

(P.D当R.)を併用した.加分毎に水深の読みとりお

よびデッカ1チャrト妻はって船位を記録した岳

望｡調査結果観嚢

海嬢雄影

響糞⑫翻獲の鱒頭鵜擦する騨籔船憂灘カ瀞を蒐放勇童ら操船す洛

写真⑬乗船鯛盗黛

写真④溌底質録瀦堀スミスマッ勢ン勢イヤｰ型採泥機

塚真⑤砂底質擦据弱小型照鱒1ごレッジヤｰ�
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第2図

石狩湾地形蕨面図
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海図から作成した等深線図および音響測深から得た海

底地形断面図からこの調査海域は大陸棚陸棚崖

小糠堆および小樽堆と陸棚との間をきる海谷にわけられ

る,陸棚の水深は断面図からほぼ100～130皿でそ

の幅は最大跳皿に達している.その外縁は入り組ん

でおり複雑恋地質構造･岩相を反映しているものと推

定される｡陸棚面は多少の凹凸はあるがほぼなめ

写真⑫陸棚崖測深記録を見守る

らかである.1･213側線の地形断面図では明瞭で

はないが音響測深記録紙によると水深40雌付近に比

高3～5m｡の沈水砂堤らしいものが認められている､な

お水深60mおよび80m付近に軽微た地形の変換点がみ

られる｡その60独および80独の地形の変換点から

100mまでは音響測深記録紙にも全く一様扱平坦面と

たってレ､る.今回は調査したかったか佐竹(五968)

によると10m以浅に2列の砂堤列がある.また石狩

州河けの水深20㎜まで三食州地形が発達することが確認

されている｡しかし石狩川の川跡は三角州地形の延

長方向ぽ追跡されず石狩川が石狩湾に注いでいた時期

写真⑱陸棚墜の複雑汝地形を示す音響測深記録紙�
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が支笏降下軽石流の噴出後であることを裏づけている

ものと推定される.3･遂側線には明らかでは姑､が

陸棚崖に入る手前の100～王30㎜に顕著た平坦面が一段発

達する｡これらの側線の陸･棚崖にはいくつかの谷地

形が発達している;とくに余市の北側では谷地形が

顕著である･今回の調査では小糠堆の砥側を航行した

関係で小樽堆の地形はあまり明瞭扱熔岩丘的形態を示

していない.しかし頂部は施較的扱めらかで侵食

を受けた状態をしめしている.また陸棚と小樽堆と

の間の海谷は水深300mから800雌までほぼ遺跡される､

､片一撮簿1

｣勢壌｣

､筆轄

｣灘

一戸

｣

｣
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啄真⑭小襯1堆の海底地形�
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専輿籔試餅の胸縦観察

ただし56圭也点の水深800mの水城は確認できなかっ

た.

水質分析

水質分栃は調査海域(とくに湾内)における陸水(石

狩川)の影響と陸水によって運ばれた堆積物¢)状況を

把握することを目的とした.分析結果は第王表に示

す､水温は10⑪搬以浅では5～7池を示し各点でほぼ

一定している､五00触以深では水温の低下カミ認められ

るか200搬付近では1,7～δ.4Tと水温差が大きく湾

内の複雑海況を反映している･300･皿付近で1.1～1.5.

cまで低下する｡溶存酸素は全体に下層に渋るにし

たがい減少頓肉を示す.しかし湾内において深度40

搬程度までは表層水とほとんど変化が認められない.

塩素量は湾内では16,980～18,700ppmで大きな変

化は認められないが全域にわたって表層の塩素量は

底層水のそれよりも若干低い値を示している.

堺輿⑮小樽堆か1)擦簸慈れた安1星1絵悶灘

CaイオンMgイオンの垂直的な変化はみられ杜い.

珪酸および燐は生物の基本的放栄養元素である｡珪

酸は全体的に下層ほど含有量が高く表層ではO苗50～

.200mではO～1pp㎜それ以深で2～3ppn重と多く怠る傾

肉を示している.また燐も珪酸と同様た分布傾向を

しめしている.

底質

底質分布

今回の調査試料の肉眼観察による底質分類海図およ

び大島岨佐竹(1968)の資料にもとづいて底質分布図を

f乍成した.粒径からみると石狩湾は宥狩川海口の

泥質域を除いてほぼ砂質堆積物が大部分を占めている｡

陸棚崖は主として基盤をうすく泥質堆積物がおおって

いるがところどころ礫や岩盤が露出している｡小樽

堆は岩盤上に円礫･亜角礫をのせ礫閏は混によ1って

埋められている.

小樽堆から採集さオL

た安Il!姑･餅灰措口)

酬互∫角礫

余11i1i11睦細膣か'｡撚

集された合化石1輪…朕

質砂岩礫�
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底質分析表

水深粒度組成有織物

測点番'･号一一一一一･一

(･)｡｡｡径1M･1脇馴蔽剣炎素金鎌燃率

150%径1係数

派分含量

��

測､虹1藩1･弓･

水深

(㎜)

粗度

25%径

!腕1

≡･･雛1

組

?脇鶴

成

一Sr'

淘汰

遜数一

有機物

全炭.莱･

全室索1燃率

泥分含量

��

1�28�0.093�6.王1�0.ユ3�ユ.ユ8����12.8�28�27�⑪､脳6�⑪､o鍍�聾､募鎚�至､2婁�9.78ユ�O.083�9.4�8{.2

2�26�0.056�O.1⑪5�0.115�1.43����32,8�2蟹�32�聾.碗⑪�⑪｡06§�⑬､鍬5�亘.1至����73.6

4�20�O.049�0.058�0.06�1.14�O.886�0.099�8,9�9i.6�3G�39�⑬.鰯⑬�竈､鵬凄�竈､鰯遂�隻.携�窪.?逐?�⑪.u5�6.5�68.6

12�68�O.工90�O.260�0.360�工.37����1.5�3エ�4里�聾.3郷�⑬｡釣蟻�⑬.魏0�豆凸繍����0

13-B�365�O.017�C.θ55�⑰.07⑪�2.02�⑰.838�⑰.◎99�8.4�82.1�32-C�37�⑰.導鑓�簑｡至至春�蟻､婁鵬�至.??����28.2

翌3-C�36§�0003�����������������

��･引11棚簑1111簑}･･�窃.022�竈.06C�3.97����88.5�33�34�c.竈銘�⑬､⑳麟�蔓､エ05�1,51����33.7

隻4���O.050�窪.065�豆.66����86.9�34�29�O.06⑪�§.畿遥�姦.⑩7工�1.08�O.708�0.142�5.O�80.1

夏5-B���⑪.055�蟻.⑪η�至.53�2.79�O.268�10.4�88.6�36-B�24�0IO02�簑､⑳§�O.027�3.05�2.85�C.305�9.3�96.蔓

15-C���O.0総�0.065�i.69�1.787�0.10�9.4�82.4�36-C�24�O.O03�⑪.0i1�O.027�2.錫�6.違8�G.養鶏�至G�脇.餐

17���O.042�0.065�1.80�5.42�0.529�10.2�91,3�37�28�O.066�O.0?2�O,098�1.2ユ�⑪.55?�聾｡062�琶.8�53.嚢

工擦��紹1⑬.056コ�簑.至76�§.畿｡�2.至逐����39.O�38�32�0.065�0.07逆�⑰.096�至､泌�§.銚8�⑰.籔?38.4��銘.遂

鳩��3雀1⑪.026�⑪,044�⑩.e59�至.5C�2,85�O,20�1O.1�94.9�39�40�0.奴0�⑪.600�0.?80�至､鯛����窪

20-B��3⑪1⑳.⑪⑪5≡洲1;�⑪.Oi7�O.034�2.55�5,51�O.526�10.4�97.7�40�326�o.⑪06�⑪､⑰鑓�⑪.o脳�隻.概�夏,鵬?�⑭｡至泌�嚢｡§�繍.亨

雛一｡���o.⑪鮎�⑪.㈱O�2.雛�3.203�⑰.3⑪達�10.5�97.3�42�ユ56�⑪.13⑬�O.亘節�6.淡｡�夏.婁5����違.遥

望夏���O.061�窪.艀エ�夏.09�0.454�O.070�6.4�8011�47�140�O.110�0.152�0.213�隻.39�⑰.328�⑪.⑪蛇�?､?�12.7

22-B�32�O.⑪17�⑪.⑪38�⑪.062�ユ｡88�1.677�⑪,工69�7.8�96.6�58�782�O.O02�O.O09�O.024�3.30�2.21�0.274�8.0�99.55

22-c�32�⑰.O09�⑪､⑪30�⑰.脳7�2.i9�3.80�⑪1359�10.6�95.0�62�210�O.134�0,236�O.350�1.61����16.6

24�繊�窪.25暮�⑰｡3王O�0.400�至.蛎����0.5�67�312�0.031�O.065�0.095�1.75�O.889�O.114�7.8�71.6

25�42�⑭.狐轟�⑪,29⑪一�奪.370�夏.31����⑰�鎚�396�0005�.018�暮.腕工�2.?♂�夏｡88�⑭､鎚5�7.9�98.O

27�3王�⑰.⑰25�⑰.057�⑪.066�至.鋭�2.76�O.346�8,O�92.6�王00�403�0.012�O.03工�6.鵬2�望.漉�2.08�⑰.249�8,3�9012

石狩河口近くのS〕では底質表面を廃油がおおっ

ており底質汚濁が認められた.河口域でもヘドロ状

の堆積物は見られない.ことにSt.34,37,38などの

細粒砂は比較的よくしまっている.河口域の底質には

堆積物を節分けしたとき泥炭質植物片が多数筋上に残

り石狩川の河川改修の影響を認めることができた.

河口域以外の石狩湾の大部分は砂底質によってしめら

れる｡と､くに水深40醐付近のSt.18,25,30,31,32,

39は貝殻片を多数含む砂底質からたり洞打線堆積物

の可能性カミある.

小樽堆のSt･65,66では安山岩の円･礫1亜角礫を多

数採集した｡そのほか凝灰岩1変朽安山岩だと周辺

の第三系火山岩ぽ対比されるものが多数採集された｡

小一樽堆上の円礫はかつての汀線の位置を示すものとし

て注目される.海底地形からみて小樽堆は火山岩分

布地域と推定されていたのが今回の調査で採集された

礫によってその事実が立証された｡

陸棚斜面から採集した試料中から大島砧佐竹(1968)

は71附加伽航および乃〃〃6ακ必棚P･の化石を報告

した.また本座･佐々(1969)はSt.45付近のスパ

ｰカｰ調査からこの海域に基盤岩の露出を推定してい

た.今回の調査でもS〕5から二枚貝化石(ノ1吻炊

sP｡二枚貝化石破片)を含む凝灰質砂岩礫を採集した.

このことから少たくとも余市町の沖合には新第三系

堆積岩の分布することが明らかに改った.これらの底

質試料は現在分析中であるがこれまでに判明した粒
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慶碧1洲榊献物

れズ醐1･霧漉命榊物･

.慶璽!州繊鰍

E嚢蔓ヨ!権棚胴糠且惟織物

堅翼螢j基盤堆敏物

0102⑰30km

第5麟石狩湾表層堆稜物の堆横型σ)区分陸竹(1968)による

度分析全炭素全窒素および亜鉛の分析結果について

概説する､

粒度卦析

JIS一工20狐の粒度分折法にしたがって底質の粒度分

析を行たった.その結果は第3表に示す通りである.

肉眼観察において記述したように底質は河口のシル

ト大陸棚の大部分をしめる細粒砂陸棚崖の泥質堆積

物にわけられる.粒度分析の結果顕著なことは淘汰

係数が2以上のこの海域では比較的淘汰の悪い堆積物は

石狩川河口堆積物と浅海砂との混合域(St.18,20,36)

および陸棚崖(Sを一3,58,68,100)の堆積物である.

石狩海浜(第五回)の3本のボｰリング資料(第4図)

から海浜の沖積統は32m以浅に分布している.した

がって看狩湾の狭義の現世堆積物は32m以浅のものと

推定される.50m以深に分布する淘汰のよい砂質堆積

物は洪積統である可能性がある.これら底質の運搬機

構･地史的位置づけについてはさらに検討を進めてい

きたい.

本湾堆積物の粒度組成をくわしく検討した佐竹(1968

手記)によると湾内の堆積物はD0鵬Lムs(1946)の基

本型をもとにして遂つの型に区分される.すなわち

T一夏型……粒径分席はほぼ300μ以下の粒径域に含凌れる.

TI型……粒径分布はほぼ至,000μ以下の粒径域紀倉まれる.

S型……粒径分布はほぼ亙,000～10炉の粒径域に含凄れる.

C型……粒径分布は巨礫から粘土の粒径域に含まれる.

これら4型の堆積物秘打線から陸棚崖に向かってS

→丁五i→丁至→S→丁五→C→丁至のように分布している

(第5図),これらのうち粒度組成全体の性質特徴か

ら明らかに現世堆積物といえるのは汀線付近のS型と

それに続く三食州前面にあたる丁重夏のみである.沖合

にあるS型の底質は旧沿岸砂(海浜砂)であると考えら

れる､このよう1こデルタ堆積物のすぐ沖合に過去の

堆積物(re至ict菖ediments)が分布することはEM囲Y

(1968)によって多くの実例が凡世界的に指摘されている.

この1同海浜砂の分布は水深40m以深で石狩海浜のボ

ｰリング資料と矛盾したい.

有機物の会析糖果

有機物は6ぴC炉乾燥試料亙g夏を柳本鮎下一200型

炭素窒素自動分析器で分析した｡その分析結果は第3

表に示す通りである山全炭素量は看狩川河P域では

王.5～6.5房でかた聾含有量が多い.しかしベド漂状

の堆積物はなくこの全炭素量の大部分は泥炭片や看

炭微粉がおもなものである.陸棚の砂底質は⑰.秘前

後陸棚崖のものは1～2房の含有量である｡全窒素

したがってこの海域の物質代謝は比較的良好た状態に

あるものと推定される.しかしSt.21,30章34の炭素

重力式柱状採泥器によって採集した試料は上部から

5cm毎に分断し各試料をポジエチレン袋に密封し実

験室で間隙水を採水した.その残りの試料を6ぴCで

乾燥し有機物および微量元素分析に供した.その分

析結果は第6図に示す通りである.St.15,26,36は

石狩川河川堆積物の供給量の多い海域St･･40は陸棚斜

面S重｡52は海谷に位置する.石狩州河口に近いSt.

15,26,36における有機物亜鉛だとの垂直分布はとも

その分布傾向から

S宜､15では上位10cmが現世堆積物でありS室｡26,36で

写真⑲稼状底質試料芸許の闘隙水¢)擦水�
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有機物および藪錯の睦

質霧慮分布礎化

第4表石狩湾から採集した軟体動物

腹足類

月肋重肋〃也1α伽ωc肱テ1"〃｡6滋ぷA.A脈Ms

1曲鰍3"8段y7切τθα乏α獺〃みクS亙脳丑班ム

To肋ク肋5帆挑加'“幽α4肋ω(MI舶肌s)

T〃閉加〃妙必α6加肋∫κ閉が｡加DA皿

2V3ρ加桃3肋彦｡グノわれ五κ汽αfα(SowER週Y)

Z鮒彦倣磁念α榊5棚(GoULD)

τ力滋加地湖｡〃醐KUR0DAetHABE

亙鮒互炊鉦倣星⑪幻鍛｡焔〃3あ(RED醐肌D)

届伽虚飾助㈱竃P.

06例あ閉如φo〃6α(DUNKEE)

励κδ湖〃πsP.

ノαクθあ｡刎万カη搬'(PILsBRY)

川砂石伽ωSP.

0ろ跡｡ω㈱α力勿〃ωB畑鵬｡H

刀工0ゐμω郷α富P.

R加動α'Zα(R加虹α`18〃α)3o〃α〃3GoULD

掘足類

D刎勿κ〃刎06物昭秘Zα加4刎D0N0Y州

助ゐ妙ん｡〃刎"肋yα伽〃(KUR0DAetHABE)

斧足類

A6ゴ加刎ゴ欄〃伽(A.ADA鵬etR亜亙vE)

A.加血邸瓜(GoULD)

γoZ協α〃α泌砿∫YomY^猟､､

X刎｡αηα切DAlL

y.力ん伽吻麦Dム肌

亙〃吻伽Zα榊か娩ω(D基肌)

亙肋竈ぬ(M0NTAGU)

州〃伽Z〃畑y0尾〃α刎ω{KmODA

1V.μ閉〃α2η"α如(K肌UsE)
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は全体が石狩川から供給された現世堆積物

であると推定される､一方S重･40およ

び52の堆積物中の有機物の重直分布はほ

とんど一定しており亜鉛含有量にも垂直

的変化は認められないことからこれらの

堆積物は安定した環境で堆積したものと

推定される.今後は腐植酸やアミノ酸分

析の結果も含めて壌積環境の変化および

続成作用の進行状態などの研究を進めてい

きたい.

底生生物

ドレッジャｰおよびスミスマッキンタイ

ヤｰ式採泥器で採集した底生生物のうち

軟体動物と有孔虫について研究した.石

狩湾の軟体動物については大島1佐竹

(1968)が腹足綱8種掘足綱3種および

斧足綱を31種を報告した.今回の調査で

は第4表に示す腹足綱16種掘足綱2種

斧足綱42種を採集した.これらの貝類の

うち石狩湾でもっとも普通に採集されるも

のは腹足綱ではキタタマガイTθC肋"抗α

舳5ω,掘足綱ではロｰソクツノガイ砂ク帖

μ0η伽伽舳加,斧昆綱ではキララガイ

･五｡伽加5な〃8,ウ!シジミ肋zα"θπα

〃吻,タモリザクラ.肋加伽α肋""α

乃0尾加"0伽泌である.St,23､那､28,�
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ハ伽"o伽〃"獅〃`w〃£(No}m肋etH^T^I)

〃〃'〃〃1ωsP.

Ro伽加"oろ〃(KmoDA)

1M〃㎜〃伽"∫60欄(LINN后)

Po伽〃8榊αη〃ω曲〃〃ωZα泌舳∫ε(DALL)

C〃伽榊加.〃沼〃〃ψψo〃3〃必KUR0D{

P"〃〃｡φ`α3〃y2∫∫02〃∫応(JAY)

Pビ｡f〃1"泌庇α〃∫(Sc旺RδTE冊)

Zル〃α々"αηZα4～η0∫`0足ε〃砿f(ScARLAT0)

1レZo〃加閉｡α側71加〃αD鴎HA柵s

τ〃∂o〃〃加〃〃8κ〃(DALL)

T.ろ｡サで"κ3ScHml^cHE冊

τ〃αoη伽H柵瓦

凡Z〃庇〃α㈹他(GoUm)

ηΨω'榊差｡加〃噸〃Kmol^etH^用回

C〃棚鰯声妨葬送燃ωZ'伽グ2伽〃〃(DEsH^YEs)

Ccカゴ"〃椛(Fム服Ic亘汀s)

戸ゴ初fo〃吻6αα侶込ψ肋(SowERw)

Go〃ψ〃〃"刎θ伽〃α昭沁R0E,mR

P乃ω030〃α力力｡〃チω(REE柵)

Cα〃ム切みκη^抄乃｡〃`泌α(CARPENTER)

Cα〃泌αcαα3"伽3ゴ(REEvE)

ハ伽〃郷舳水仙y㍍ゐ挑α〃αD､肌

丁惚w虜加㈱鰯(KUR0眺敏HA鯛)

｣吻鮒ク賊麦タ卿〃鮒'α(wMA醐鵬)

帆肋伽脇～必M脈In丑^

ん榔泌紬脱物価肋α号(YoKoYA舳)

亙泌豆必舳肋肋必乃｡級α北伽榊必HムBE

見互批伽伽典必加〃α(A.An州se室灰鯛畑)

珊噸ぬ加毒鮒鰍榊(Y蝋OY脳轟)

籔/々童熾〃～肋(獲麓｡n皿細野etSo糀配R珊Y)

R董茸紗撚き概鮒切あα(LA駈珊｡距)

α夏才妨b漱災重あぴ加8セ刀､命(LEclIE)
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なお石狩川が石狩湾に注ぐようにたった

時期は海底地形のうえからも後氷期にな

ってからであることが推定される.

水質分析結果からみると石狩湾の表層

水は多少河川水の影響が認められる.

しかし潮目が形成されたい水域では外

海水と同じ状態にある.

湾内底質の基本的骨格は佐竹(1968手

記)のいうように旧汀線堆積物とそれを

おおうように広がる石狩川の河川堆積物か

らなる.石狩川河川堆積物の分布および

その続成作用については水平曲紀も重直

的にも顕著な変化が認められる､とくに

有機物の供給量の多い本堆積盆は有機地

球化学研究の格好たフィｰノレドであろう.

余市沖から採集された合化石砂岩によって

本湾に新第三系堆積岩の分布が確認された.

また小樽堆の本体は安山岩から匁ること

カ湖らかと在珍44年度に実施した石狩湾

空中磁気探査の磁気図とも一致する.

底生生物については軟体動物の鑑定を

終わった段階でまだその生態学的解析は

進んでいない､しかし軟体動物の生息

深度分布については多くの新知見を得た｡

(雑煮ら1室就海道支蕨)

35の各点では貝類が採集され次かった.しかしオカ

メブンブク及{〃06伽切μ〃｡0"〃z〃〃(P厄NN州丁)は

生息しており湾内全体として比較的好気的環境にある

ことがわかった.また興味ある事実としてこれま

で比較的深い海に生息すると考えられてきたキララガイ

ん伽加塘1曲,フリソデガイYo1♂加ηo加わ淋,クノレ

ミガイ肋舳α4zα猟みがωおよびアラボリロウバイ

凡伽Z伽α加肋〃脇主などが水深50m以浅の海域から

多数採集されたことである官有孔虫群集の分布だとも

含めて生態学的な検討をこれからも進めていきたい.

まとめ

海底地形をのぞいてはいまだ成果はまとまっていた

いがこれまでに判明したことを列記する.

海底地形は陸棚崖をのぞくと比較的単純で大陸棚

の形成は後氷期になってからの営力によるものであろう,
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